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１．立地適正化計画の概要
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１．立地適正化計画の概要

制度概要

■立地適正化計画とは？

人口減少や少子高齢化などが進む中で、都市や居住の機能を集約し、持続可能
な都市経営を行うために、コンパクトなまちづくりを促進するための計画。
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■意義と役割

・様々な都市機能の誘導により、持続可能な都市構造を目指す包括的なマスター
プラン

・コンパクトなまちづくりと地域交通の再編との連携により、『コンパクト・プ
ラス・ネットワーク』のまちづくりを推進

・居住や民間施設の立地を緩やかにコントロールできる、市街地空洞化防止のた
めの新たな選択肢

・計画の達成状況を評価し、状況に合わせて計画を見直すなど、時間軸をもった
アクションプランとして運用することで効果的なまちづくりが可能

■計画の策定状況（令和６年７月３１日現在）

・全国835都市で取り組み、うち585都市が計画作成・公表（宮崎県内は10都市）。

■国の支援

・誘導施設(医療、社会福祉、教育文化、子育て支援)、公共公益施設の整備等への支援。

出典：国土交通省HP



１．立地適正化計画の概要

制度の主旨

・コンパクト・プラス・ネットワークのねらい

・人口減少・高齢化などによる都市機能の低下に対応するため、居住や都市機能
を集約させて生活利便性の維持・向上や行政コストの低減などを進め、持続可
能な都市づくりを進めること。

○医療・福祉・商業等の生活
サービスの維持が困難に

○公共交通ネットワークの縮小・
サービス水準の低下

■ 地域経済の衰退

■ 都市の生活を支える機能の低下

○地域の産業の停滞、企業の撤退

○中心市街地の衰退、
低未利用地や空き店舗の増加

○社会保障費の増加

○インフラの老朽化への対応

■ 厳しい財政状況

都市が抱える課題

⚫ 生活サービス機能の維持

⚫ 生活サービス施設へのアクセス確保
など利用環境の向上

⚫ 高齢者の社会参画

⚫ サービス産業の生産性向上、投資誘発

⚫ 外出機会・滞在時間の増加による消費拡大

⚫ インフラの維持管理の合理化

⚫ 行政サービスの効率化

⚫ 地価の維持・固定資産税収の確保

⚫ 健康増進による社会保障費の抑制

コンパクトシティ
生活サービス機能と居住を
集約・誘導し、人口を集積

まちづくりと連携した公共交通
ネットワークの再構築

＋
ネットワーク

⚫ エネルギーの効率的利用
⚫ ＣＯ２排出量の削減

中心拠点や生活拠点が
利便性の高い公共交通で結ばれた
多極ネットワーク型コンパクトシティ

高齢者や子育て世代が安心・快適に
生活できる都市環境

ビジネス環境の維持・向上により
地域の「稼ぐ力」に寄与

財政面でも持続可能な都市経営

低炭素型の都市構造の実現

○ 人口減少・高齢者の増加

○ 拡散した市街地

都市を取り巻く状況

コンパクトシティ化による効果の例

生活利便性の維持・向上等

地域経済の活性化

行政コストの削減等

地球環境への負荷の低減

資料：国土交通省
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１．立地適正化計画の概要

制度の主旨

・都市再生特別措置法改正の概要

・平成26年6月に都市再生特別措置法改正により、「立地適正化計画」が創設。

・居住機能や福祉・医療・商業等の都市機能の立地、公共交通の充実に関する包
括的なマスタープラン（都市計画マスタープランの高度化版）。

資料：国土交通省
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１．立地適正化計画の概要

施策の内容

・計画内容

・策定主体は市町村。

・計画の対象区域は都市計画区域（日南市の場合、日南都市計画区域および南郷
都市計画区域）。

資料：国土交通省

必須 ・立地適正化計画区域

・基本的な方針

・都市機能誘導区域

・同 誘導施設

・居住誘導区域

・防災指針

任意 ・居住調整区域

・跡地等管理区域

・駐車場配置適正化区域

【主な計画内容】
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１．立地適正化計画の概要

施策の内容

・居住誘導区域

・人口減少の中にあっても一定エリアにおいて人口密度を維持することにより、生活
サービスやコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導すべき区域。

・農振農用地などには指定できない。

・区域外で3戸以上の住宅の建築や開発行為を行う場合は届出が必要。

資料：国土交通省

考え方 対象区域
定めることが考えられる区域 ・中心拠点及び生活拠点並びにその周辺の区域

・中心拠点及び生活拠点の都市機能の利用圏として一体の区域
・合併前の旧町村の中心部等、都市機能や居住が一定程度集積している区域

定めない区域 ・市街化調整区域、災害危険区域、農振農用地、自然公園特別区域、保安林、地すべり防止区域、

急傾斜地崩壊危険区域、土砂災害特別警戒区域、浸水被害防止区域など
含まないとすべき区域 ・津波災害特別警戒区域 など

適当でないと判断される場合は含まないとすべき区域 ・土砂災害警戒区域、津波災害警戒区域、浸水想定区域 など
慎重に判断することが望ましい区域 ・法令により住宅が制限されている区域（工業専用地域、流通業務地区等）など

【対象区域】
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１．立地適正化計画の概要

施策の内容

・都市機能誘導区域

・医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘導し集約する
ことにより、これらの各種サービスの効率的な提供を図る区域。

・都市機能誘導区域は居住誘導区域の中に設定。

・区域の数は、地域の実情や市街地形成の成り立ちに応じて必要な数を定める。

資料：国土交通省

考え方 対象区域
定めることが考えられる区域 ・鉄道駅に近い業務、商業などが集積する地域等、都市機能が一定程度充実している区域

・周辺からの公共交通によるアクセスの利便性が高い区域等
・都市の拠点となるべき区域

【対象区域】
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１．立地適正化計画の概要

施策の内容

・誘導施設

・都市機能誘導区域ごとに、立地を誘導すべき都市機能増進施設。

・誘導施設が無い場合、都市機能誘導区域は設定できない。

・区域外で誘導施設の新築・改築や開発行為を行う場合は届出が必要※。

・既に都市機能誘導区域内に立地しており、今後も必要な機能の区域外への転
出・流出を防ぐために誘導施設として定めることも考えられる。

【対象施設】

資料：国土交通省※誘導施設を休止又は、廃止しようとする場合には市町村長への届出が義務付けられている 9



１．立地適正化計画の概要

防災指針

・防災指針の検討

・令和2年より、まちづくりにおける「防災・減災の主流化」に向け、災害リスク
の分析・課題抽出を通じた防災・減災対策を位置付ける防災指針の作成が必要
となった。

資料：国土交通省
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１．立地適正化計画の概要

関連交付金制度の概要

・都市構造再編集中支援事業

・「立地適正化計画」に基づき、市町村や事業者等が行う都市機能や居住環境の
向上に資する公共公益施設の誘導・整備、防災力強化、災害からの復興、居住
の誘導の取組等に対し、各都市が持続可能で強靱な都市構造へ再編を図ること
を目的とする事業。

資料：国土交通省

対象事業名 対象施設等

基幹事業 道路

公園

河川

下水道

地域生活基盤施設 緑地、広場、地域防災施設、再生可能エネル
ギー施設等

高質空間形成施設 歩行支援施設等

高次都市施設 地域交流センター、観光交流センター、テレ
ワーク拠点施設等等

都市機能誘導区域内の誘

導施設※
基幹的誘導施設（医療、社

会福祉、教育文化施設等）
エリア価値向上整備事業

提案事業 事業活用調査

まちづくり活動推進事業 社会実験等

地域創造支援事業 市町村の提案に基づくソフト事業・ハード事業

居住誘導

促進事業

住居移転支援

元地の適正管理

【対象事業（市町村等）】

※市町村が作成する都市の再生に必要な公共公益施設の整備等
に関する計画
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１．立地適正化計画の概要

策定の視点

・多様な分野との連携

・立地適正化計画は、都市計画だけでなく、交通、医療、福祉など様々な分野と
関連する計画であり、それらの計画との連携や、横断的な施策の検討・展開が
必要。

資料：国土交通省
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１．立地適正化計画の概要

策定の視点

・ターゲットとストーリーの検討

・立地適正化計画をより効果的な計画とするために、課題と方針（ターゲット）
を設定し、その解決のために必要な方策（ストーリー）を検討することが必要。

・例えば、本市においては、市街地はコンパクトにまとまっているが、人口減
少・高齢化が予見され、市民生活の利便性を確保しつつ、観光振興などによる
交流人口を増やしていくことで、都市の活力を創出していくことが考えられる。

資料：国土交通省
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１．立地適正化計画の概要

策定の視点

・定量的な目標値の検討

・立地適正化計画は、概ね５年毎に施策の実施状況の調査、分析、評価を行うこ
とが望ましいとされており、その指標として定量的な目標値の検討が求められ
ている。

・例えば、市街地の人口維持、観光入込客数、コミュニティバスの乗降客数、公
共施設の維持管理費などが考えられる。

資料：国土交通省
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２．日南市の現状分析
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２．日南市の現状分析

対象範囲と都市計画の状況

・本計画の対象範囲は、日南都市計画区域（4,096ha）及び南郷都市計画区域
（863ha）。
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【日南都市計画区域】 【南郷都市計画区域】



２．日南市の現状分析

対象範囲と都市計画の状況

・都市計画区域に対する用途地域の割合は、日南・南郷合計で約22%。
・用途地域以外に、特別用途地区、臨港地区、伝統的建造物群保存地区が指定。
・土地区画整理事業は、295.8haが施行済み。
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【都市計画の状況】
区分 種類 日南 南郷 合計

用途地域

第１種低層住居専用地域（ha） 53.0 53.0

第２種中高層住居専用地域（ha） 59.0 27.0 86.0 

第１種住居地域（ha） 314.0 55.0 369.0 

第２種住居地域（ha） 154.0 7.0 161.0 

準住居地域（ha） 25.0 25.0 

近隣商業地域（ha） 34.0 24.0 58.0 

商業地域（ha） 89.0 89.0 

準工業地域（ha） 110.0 16.0 126.0 

工業地域（ha） 38.0 38.0 

工業専用地域（ha） 67.0 67.0 

計（ha） 943.0 129.0 1,072.0 

都市計画区域（ha） 4,096.0 863.0 4,959.0 

都市計画区域に対する割合 23% 15% 22%

特別用途地区 大規模集客施設制限地区（ha） 110.0 16.0 126.0 

臨港地区 商港区（ha） 22.7 10.8 33.5 

漁港区（ha） 1.1 1.1 

保安港区（ha） 1.5 1.5 

修景厚生港区（ha） 6.0 6.0 

計（ha） 30.2 11.9 42.1 

伝統的建造物群保存地区 飫肥地区（ha） 19.8 19.8 

土地区画整理事業 地区数 9 1 10.0 

施行済み面積（ha） 283.6 12.2 295.8 

資料：都市計画現
況調査（国土交通
省,令和5年3月）



２．日南市の現状分析

人口動向

・日南市の人口は減少を続けており、2020年時点で約5.1万人、2050年は約3.0万
人と想定されている。
・年少人口（0～14歳）、生産年齢人口（15～64歳）の減少が顕著で、2050年には
約半数が高齢人口（65歳以上）になると想定されている。
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【人口の推移と将来予測】

資料：都市計画基礎調査
（令和6年3月）

・人口の推移と将来予測

65歳以上が
48％に



２．日南市の現状分析

人口動向
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・地域別人口は、用途地域内で相
対的に高く、日南、南郷ともに
40～60人/haの地域が多くを占め
る。
・特に人口密度が高い地域は、油
津港周辺からJR日南駅周辺と飫
肥の市街地周辺、公営住宅が多
くある栄松地区とJR南郷駅周辺。

・地区別人口

【地区別人口】

用途地域内は
人口密度が
比較的高い

資料：都市計画基礎調査
（令和6年3月）



２．日南市の現状分析

産業動向
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【産業大分類別売上高の構成比（2021年）】

資料：RESAS

・日南市の産業売上高は、製造業が28.9％と最も多く、次いで卸売業・小売業、
建設業、医療・福祉の順となっている。
・全国と比較すると、農業・林業、漁業の第一次産業と製造業の割合が高く、本
市の特徴を示している。

・産業大分類別売上高の構成比

第1次産業
製造業



２．日南市の現状分析

産業動向
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【製造業事業所数、従業者数、製造品出荷額の推移】

・日南市の製造業については、事業所数、従業者数、製造品出荷額のいずれも減
少傾向にある。

・製造業

資料：RESAS



２．日南市の現状分析

産業動向
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【小売業事業所数、従業者数、年間商品販売額の推移】

・日南市の小売業については、事業所数、従業者数、年間商品販売額のいずれも
減少傾向にある。

・小売業

資料：RESAS



２．日南市の現状分析

産業動向
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【年齢階級別農業従事者比率と平均年齢】

・日南市の農業、林業、漁業はいずれも経営体の減少が続いている。
・また、農業従事者の平均年齢が67歳と高齢化が進んでおり、担い手不足が顕著
である。

・農林漁業

【農業経営体の推移】 【林業総収入・林業経営体の推移】 【漁獲物等販売金額・
漁業経営体の推移】

資料：RESAS



２．日南市の現状分析

土地利用動向
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【人口集中地区の人口・面積の推移】

資料：日南市統計書（令和4年6月）

・日南市の人口集中地区は、人口、面積とも減少傾向にあり、平成22～27年にか
けて大きく減少している。
・人口密度は、平成22年まで微減傾向にあり、平成27年に一時的に増加したが、
令和２年には再び減少に転じ、直近では31.5人/haとなっている。

・市街地の進展状況

【人口集中地区の人口密度の推移】



・日南市の用途地域内の土地利用現況は、住宅用地が34.4％と最も多く、次いで
道路用地、公共・公益施設用地、工業用地の順となっている。
・自然的土地利用（田、畑、山林、水面、その他自然地）は約18.5％となってい
る。

２．日南市の現状分析

土地利用動向
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【土地利用構成比（用途地域内）】

・土地利用現況

各地域とも住宅
用地が最も多い

資料：都市計画基礎調査
（令和6年3月）



２．日南市の現状分析

土地利用動向
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・用途地域内は住宅用地、道路用
地、公共公益用地が多い。
・用途地域外では、田や山林が多
いが、幹線道路沿道などで住宅
用地もみられる。

・土地利用現況

【土地利用現況図】

用途地域内は
住宅用地、
道路用地、
公共公益用地
が多い

資料：都市計画基礎調査
（令和6年3月）



２．日南市の現状分析

土地利用動向
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・日南市の新築の状況は、件数
では住宅が圧倒的に多く、用途
地域内で特に多くなっている。
・一方で、用途地域外の幹線道
路沿道や農村集落でも住宅の新
築がみられる。

・新築状況

【新築状況図】

新築は
用途地域内
が多い

資料：都市計画基礎調査
（令和6年3月）

※平成28年～令和2年で新築された建物



２．日南市の現状分析

土地利用動向
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・日南市の農地転用は、住宅用
地及びその他が多くなっており、
特に日南都市計画区域の用途地
域内で多く見られる。
・用途地域外では、住宅用地も
見られるが、その他が多くなっ
ている。

・農地転用

【農地転用図】

農地転用は
用途地域内
が多い

資料：都市計画基礎調査
（令和6年3月）

※平成28年～令和2年で農地転用された土地
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土地利用動向
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【空き家の地区別状態区分】

資料：日南市空き家対策基本計画（令和5年3月）

・日南市の空き家は、総数で981件あり、そのうちの６割以上が「周囲への影響が
著しい又は今後予想される物件」である。
・居住可能な物件は、一部破損がみられるものも含めると約４割である。

・空き家

【状態区分】
Ａ：居住可能物件
Ｂ：一部破損が見られるが居住可能物件
Ｃ：破損があり周囲への影響が今後予想される物件
Ｄ：破損度合いが高く周囲への影響が著しい物件

６割以上が周囲への
影響が著しい又は
予想される物件



２．日南市の現状分析

交通
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【通勤】

資料：令和２年国勢調査

・日南市の通勤先は、市内が最も多いが、市外の流出入をみると宮崎市が最も多
く、次いで串間市が多い。また、鹿児島県以外の圏外への流出も多い。
・通学先も市内が最も多いが、流出は宮崎市へ、流入は串間市からが多くなって
いる。

・通勤・通学流動

【通学】



２．日南市の現状分析

交通
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【通勤通学時利用交通手段】

資料：令和２年国勢調査

・日南市の通勤通学時の利用交通手段は、市内外ともに自家用車が最も多く、市
内では約81％、市外へは約61%、市外からは約84％となっている。
・鉄道、バスの公共交通はわずかであり、市内は約1％、市外へは約10%、市外か
らは約4%となっている。

・通勤通学時利用交通手段

自家用車のみ
が最も多い



２．日南市の現状分析

交通
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資料：国土数値情報駅別乗降客数（令和4年度版）
※日南市における最新データは平成30年

・日南市の都市計画区域内には、
JR日南線の飫肥、日南、油津、
大堂津、南郷の5駅がある。
・駅乗降客数は、各駅とも概ね
減少傾向にある。

・鉄道

【鉄道駅の状況】

【駅乗降客数の推移】
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交通
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【路線バスの走行延キロと乗客数】

資料：日南市統計書（令和4年6月）

・日南市のバス路線は、宮崎線、市内線、市木線、北郷線の４路線が運行されて
いるが、走行延キロ数は減少傾向にあり、乗客数はコロナ禍前までは増加傾向で
あった。
・コミュニティバスは６路線あり、走行延キロ数、乗客数とも微減または横ばい
傾向である。
・この他、デマンド型乗合タクシーが運行されている。

・バス

【コミュニティバスの走行延キロと乗客数】

コロナ禍前まで
走行延キロは減少
乗客数は増加



２．日南市の現状分析

都市機能
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資料：国土数値情報
市町村役場等及び公的集会施設（令和4年度版）
文化施設（平成25年度版）

・日南市の公共施設（行政、集
会、文化スポーツ、レクリエー
ション）は、飫肥、日南、油津
の各駅や外浦港周辺などの用途
地域内に集積している。

・公共施設

【コミュニティバス】

【公共施設分布図】

公共施設は
用途地域内
特に駅周辺
に集積



２．日南市の現状分析

都市機能
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・日南市の学校は、飫肥、日南、
油津、南郷の各駅周辺の用途地
域内に多く立地している。

・教育施設

【コミュニティバス】

【学校分布】

教育施設は
用途地域内
が多い

資料：国土数値情報 学校（令和5年度版）、
日南市Webサイト（児童数、令和6年5月1日現在）
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都市機能
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【商業施設分布】

資料：日南市地域交通網形成計画（平成31年3月）

・日南市の商業施設は、用途地域内の日南駅から北西方向に路線型に立地してお
り、油津駅周辺は北東方向にも商業施設が点在して立地している。

・商業施設

商業施設は
用途地域内
が多い
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都市機能
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【医療施設分布】

・日南市の医療施設は、日南駅をはじめ用途地域内の各駅の周辺に立地しており、
いずれも公共交通機関でアクセス可能な範囲内に位置している。

・医療施設

医療施設は
用途地域内
が多い

資料：日南市地域交通網形成計画（平成31年3月）
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【主要観光施設の観光客数の推移】

資料：日南市統計書
（令和4年6月）

・日南市の観光客数は、平成28年からコロナ禍前までは微増傾向だった。
・施設別には、鵜戸神宮が最も多く、次いで港の駅めいつ、道の駅酒谷の順。
・用途地域内では、港の駅めいつのほか、飫肥城も多い。

・観光客数

港の駅めいつ

飫肥城
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災害
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資料：国土数値情報 洪水浸水想定区域（河川単位）
（令和5年度版）

・日南市の洪水浸水想定区域（想
定最大規模）は、用途地域内で
は酒谷川や広渡川沿川に広がっ
ている。
・日南駅と油津駅間の妻手川沿川
では、浸水深３ｍを超える地区
もみられる。

・洪水浸水想定区域

【洪水浸水想定区域】

用途地域内に
浸水深3ｍ
以上あり【浸水深とリスク】
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災害
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・日南市の土砂災害は、急傾斜
地の崩壊、土石流、地滑りの危
険のある区域が指定されている。
・用途地域内では、用途地域の
境界付近に、土砂災害警戒区域
および特別警戒区域が指定され
ている。

・土砂災害警戒区域

資料：国土数値情報 土砂災害警戒区域（令和5年度版）

【土砂災害警戒区域】

用途地域
境界付近に
警戒区域
あり
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災害
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・日南市の津波浸水想定区域は、
沿岸部で広く設定されている。
・用途地域内でも、油津港や大堂
津駅周辺では浸水深10m以上、外
浦港周辺では内陸側にかけて広
く浸水深５ｍ以上が想定されて
いる。

・津波浸水想定区域

【津波浸水想定区域】

資料：国土数値情報 津波浸水想定（令和5年度版）

用途地域内に
浸水深10ｍ
以上あり

用途地域内に
浸水深5ｍ
以上あり
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災害
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【路線バス】

・日南市の高潮浸水想定区域は、
酒谷川や広渡川沿川、外浦港周
辺に広がっている。
・用途地域内では、日南駅と油津
駅間の妻手川沿川では、浸水深
１～３ｍの地区がみられる。

・高潮浸水想定区域

資料：国土数値情報 高潮浸水想定区域（令和5年度版）

【高潮浸水想定区域】

用途地域内に
浸水深1～3ｍ
あり
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【歳入】

資料：日南市財政状況資料集（令和4年度）

・日南市の歳入は、地方交付税等に依存している状況である。
・歳出は、投資的経費とともに、扶助費が増加傾向にあり、高齢化の進展ととも
に今後も増加していくことが想定される。

・歳入・歳出

【歳出】

地方交付税
国庫・県支出金
が多い

扶助費
が増加



２．日南市の現状分析

財政

44

【公共施設の改修・建て替え費用】

資料：公共施設等総合管理計画（令和4年3月）

・日南市の公共施設の改修・建替え費用は、今後40年間で年平均40.4億円が必要
と見込まれており、過去７年間の年平均12億円に比べ、28.4億円が不足すると見
込まれている。

・公共施設の改修・建替え費用

将来的に
改修・建替え
費が不足



２．日南市の現状分析

現状分析まとめ
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人
口

・人口減少と高齢化の進展が著しい。
・用途地域内人口は相対的に高く、40
～60人/haが多い。

産
業

・農林漁業は減少傾向で、高齢化によ
る担い手不足も懸念。

土
地
利
用

・用途地域内は住宅用地が多い。
・新築、農地転用も用途地域内が多い。

交
通

・鉄道があるものの、自動車への依存
度が高い。

・路線バスなども走行キロが減少。

・公共施設や商業施設、医療施設は、
用途地域内や各駅周辺に集積。

観
光

・観光客はコロナ禍前まで微増。
・用途地域内にも観光資源が多数存在。

災
害

・洪水、津波浸水のリスクの高いエリ
アが用途地域内にも存在。

・土砂災害は用途地域の境界部でリス
クあり。

財
政

・財政状況は今後とも厳しいと予想さ
れる。

都
市
機
能

・今後とも人口減少・高齢化の進展が予想される中で、都市機能や公共交通など
市民生活の利便性を確保しつつ、効率的な都市構造の構築が必要。

・観光振興による交流人口の拡大など、地域の活力創出が必要。

・洪水、津波など想定される災害に備え、安全な市街地の形成が必要。

（主要課題（案））



３．市民アンケート結果概要
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3．市民アンケート結果概要

アンケートの実施概要

●目的：住民のまちづくりに対する意見や意向を把握・分析し、立地適正化計画策
定の参考とするため

●発送：3,000世帯（9月25日と9月27日に発送）
10月18日までに投函を依頼

●調査項目
①回答者の属性（性別、年齢、職業、居住地区、居住歴、居住形態、居住条件、運

転免許の所持状況、運転頻度）

②公共交通等の利用（利用頻度、利用判断、交通手段、サービス水準、徒歩移動、
必要な取組）

③施設の利用（利用施設・利用頻度・移動時間・移動手段、充実すべき施設）

④防災意識（居住地区の安全性、災害情報入手方法、災害関連イベントの参加、居
住意向、災害発生時の備え）

●有効回収数：825通（10月25日までの到着分）
回収率：27.5%  
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3．市民アンケート結果概要

アンケートの調査結果
①回答者の属性
・回答者は70歳以上の割合が高く、居住地区は吾田地区の割合が高かった。
・日南市に30年以上住み続けている割合が7割以上を占め、その中でも持ち家（戸

建て）にお住まいの方の割合が高かった。
・住まいを決める条件として、公共施設や医療施設、商業施設等の都市機能が充実

していることや災害に遭うリスクが少なく安全であることを求める方が多かった。
・運転免許を所持している方、週に1回以上は運転する方の割合がともに8割以上を

占めていた。

②公共交通等の利用
・鉄道,路線バス,タクシー,乗合タクシー,コミュニティバスについては全く利用し

ないと回答した方が多かった。
・現在の公共交通機関に必要だと思う取組として、鉄道,バス,乗合タクシー等が乗

り継ぎしやすいようにすることや便数を増やす等の運行ダイヤの見直しを求めて
いた。

③施設の利用
・日南市に充実すべきだと思う施設については、病院や診療所などの医療機関が

もっとも回答が多く、次いで、大型ショッピングセンターや飲食店、スーパーな
どの商業施設の回答が多かった。
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3．市民アンケート結果概要

アンケートの調査結果

④防災意識
・自然災害のリスクを踏まえ、今後も現在の居住地に住み続けたいかについては、

避難しやすい環境であれば、現在の居住地に住み続けたいと考えている割合が
もっとも高く、次いで、どのような災害リスクを抱えていても、現在の居住地に
住み続けたいと考えている割合が高かった。

〇クロス集計
・住まいを決める条件として、飫肥地区、北郷地区、南郷地区では、職場や通学先

に近いことを条件としている方が多く、細田地区では公共交通の利用しやすさ、
吾田地区や油津地区では、都市機能が充実していることを条件としている方が多
くいた。一方で酒谷地区、東郷地区では、市街地から離れており、緑が多く静か
であることを条件としている方が多く、鵜戸地区では、あまり差がみられなかっ
た。

・公共交通に対する考えとして、鵜戸地区以外のほとんどの地区が、運賃や移動時
間よりも、乗降場所までの距離が短いことを求めている回答が多かった。
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3．市民アンケート結果概要

アンケート調査結果概要

①回答者の属性

50

問1.性別 問5.居住地区

回答者は70歳以上の割合が高く、居住地区は吾田地区の割合が高かった。

N=820

19 歳以下，

8人, 1%
20 歳代, 

18人, 2% 30 歳代, 

51人, 6%

40 歳代, 

73人, 9%

50 歳代, 

110人, 13%

60 歳代, 

169人, 21%

70 歳以上, 

391人, 48%

19 歳以下

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳以上

飫肥地区, 

103人, 12%

酒谷地区, 

14人, 2%

吾田地区, 

269人, 33%

油津地区, 

96人, 12%
東郷地区, 

73人, 9%

鵜戸地区, 

11人, 1%

細田地区, 

55人, 7%

北郷地区, 

61人, 7%

南郷地区, 

137人, 17%

飫肥地区

酒⾕地区

吾⽥地区

油津地区

東郷地区

鵜⼾地区

細⽥地区

北郷地区

南郷地区

N=819

鵜戸地区
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アンケート調査結果概要

①回答者の属性
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問6.日南市の居住歴 問7.居住形態

日南市に30年以上住み続けている割合が7割以上を占め、その中でも持ち家（戸建て）にお住
まいの方の割合が高かった。

N=820

1 年未満, 

19人, 2%
1 年以上〜5 年未満, 

36人, 4%
5 年以上〜10 年未満, 

23人, 3%

10 年以上〜20 年未満, 

64人, 8%

20 年以上〜30 年未満, 

76人, 9%

30 年以上, 

602人, 74%

1 年未満

1 年以上〜5 年未満

5 年以上〜10 年未満

10 年以上〜20 年未満

20 年以上〜30 年未満

30 年以上

N=825

持ち家（戸建て）,

679人， 82%

持ち家(分譲マンション), 

0人, 0%

賃貸マンション・アパート, 

47人, 6%

借家(戸建て), 

30人， 4%

公営住宅(市営、県営等), 

48人, 6%
社宅・寮, 

10人, 1%

その他, 

11人, 1%

持ち家(⼾建て)

持ち家(分譲マンション)

賃貸マンション・アパート

借家(⼾建て)

公営住宅(市営、県営等)

社宅・寮

その他
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アンケート調査結果概要

①回答者の属性

52

問8.住まいを決める条件（複数回答）

住まいを決める条件として、公共施設や医療施設、商業施設等の都市機能が充実しているこ
とや災害に遭うリスクが少なく安全であることを求める方が多かった。

305

354

310

199

199

352

88

0 100 200 300 400

駅やバス停などが近く、公共交通が利⽤しやすい

公共施設、医療施設、商業施設などの都市機能が充実している

幹線道路などが利⽤でき、⾃動⾞での移動が便利である

市街地から離れており、緑が多く静かである

職場や通学先に近い

災害(⽔害・⼟砂災害など)に遭うリスクが少なく安全である

その他



3．市民アンケート結果概要

アンケート調査結果概要

①回答者の属性
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問9.運転免許の所持状況 問10.運転頻度

運転免許を所持している方、週に1回以上は運転する方の割合がともに8割以上を占めていた。

N=823 N=809

所持している, 

703人, 85%

所持していたが、返納した, 

54人, 7%

所持していない, 

66人, 8%

所持している

所持していたが、返納した

所持していない

⾃分で運転する(週1 回

以上), 661人, 82%

⾃分で運転する(週1 回未満), 

21人, 3%

⾃分では運転しない(⾃動⾞は世帯等で

保有しており、送迎等に不便はない), 

52人, 6%

⾃分では運転しない(⾃動⾞は保有していない), 

75人, 9%

⾃分で運転する(週1 回以上)

⾃分で運転する(週1 回未満)

⾃分では運転しない(⾃動⾞は世帯等で保有しており、送迎等に不便はな

い)
⾃分では運転しない(⾃動⾞は保有していない)
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問11-1～5.公共交通機関の利用頻度（鉄道路線バス,タクシー,乗合タクシー,コ
ミュニティバス）

鉄道,路線バス,タクシー,乗合タクシー,コミュニティバスについては全く利用しないと回答
した方が多かった。

4

15

18

39

151

617

16

18

19

27

84

670

13

53

47

94

152

508

1

1

0

0

2

781

7

10

8

10

15

758

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

1 週間に1 回以上

1ヵ⽉に2〜3 回程度

1ヵ⽉に1 回程度

2ヵ⽉〜3ヵ⽉に1 回程度

6ヵ⽉〜１年間に1 回程度

全く利⽤しない

鉄道 路線バス タクシー 乗合タクシー コミュニティバス
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問16.現在の公共交通機関に必要な取組

現在の公共交通機関に必要だと思う取組として、鉄道,バス,乗合タクシー等が乗り継ぎしや
すいようにすることや便数を増やす等の運行ダイヤの見直しを求めていた。

394

327

307

345

253

256

135

35

0 100 200 300 400

鉄道・バス・乗合タクシー等が乗り継ぎしやすいようにする

運賃を安くする

駅やバス停までの移動⼿段を確保する

便数を増やすなど、運⾏ダイヤを⾒直す

運⾏ルートを⾒直す（⾏きたい⽬的地まで⾏けるようにする）

駅やバス停周辺の駐⾞場や駐輪場を充実させる

駅・バス停や⾞両をバリアフリー化させる

その他
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問16.現在の公共交通機関に必要な取組

日南市に充実すべきだと思う施設については、病院や診療所などの医療機関がもっとも回答
が多く、次いで、大型ショッピングセンターや飲食店、スーパーなどの商業施設の回答が多
かった。

235

140

243

238

505

83

136

215

95

90

84

125

80

0 100 200 300 400 500 600

スーパーマーケットなどの商業施設

コンビニやドラッグストアなどの⽇⽤品を販売する商業施設

⼤型ショッピングセンターやデパート

飲⾷店などのサービス施設

病院や診療所などの医療機関

図書館や公⺠館などの教育・⽂化施設

体育館や運動場、公園などのスポーツ施設

デイサービスや特別養護⽼⼈ホームなどの⾼齢者向け施設

銀⾏や郵便局などの⾦融機関

保育園などの⼦育て⽀援施設

学習塾や習い事などの教育⽀援施設

⾏政窓⼝や⾏政サービス施設

その他
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問22. ⾃然災害のリスクを踏まえ、今後も現在の居住地に住み続けたいか

自然災害のリスクを踏まえ、今後も現在の居住地に住み続けたいかについては、避難しやす
い環境であれば、現在の居住地に住み続けたいと考えている割合がもっとも高く、次いで、
どのような災害リスクを抱えていても、現在の居住地に住み続けたいと考えている割合が高
かった。

N=767

災害ハザードエリアに指定されて

いない安全な場所に引越したい,

99人, 13%

歩いて⾏ける範囲 に避難所があるなど、

避難しやすい環境であれば、災害リスク

を抱えていても今の場所に住み続けたい, 

332人, 43%

どのような災害リスクを抱えてい

ても、今の場所に住み続けたい, 

193人, 25%

災害リスクは無いと思っている, 

107人, 14%

その他, 

36人, 5%

災害ハザードエリアに指定されていな

い安全な場所に引越したい

歩いて⾏ける範囲 に避難所があるな

ど、避難しやすい環境であれば、災害

リスクを抱えていても今の場所に住み

続けたい
どのような災害リスクを抱えていて

も、今の場所に住み続けたい

災害リスクは無いと思っている

その他
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問5.あなたの居住地区×問8あなたのお住まいを決める条件

住まいを決める条件として、飫肥地区、北郷地区、南郷地区では、職場や通学先に近いこと
を条件としている方が多く、細田地区では公共交通の利用しやすさ、吾田地区や油津地区で
は、都市機能が充実していることを条件としている方が多くいた。一方で酒谷地区、東郷地
区では、市街地から離れており、緑が多く静かであることを条件としている方が多く、鵜戸
地区では、あまり差がみられなかった。

30

5

105

49

17

4

27

20

44

35

3

142

64

23

4

19

20

43

32

3

123

37

24

1

20

21

48

34

9

39

7

31

2

18

15

43

51

6

129

31

21

4

25

26

57

24

4

91

27

13

9

7

23

19

14

9

11

4

7

8

16

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

飫肥地区

酒⾕地区

吾⽥地区

油津地区

東郷地区

鵜⼾地区

細⽥地区

北郷地区

南郷地区

１． 駅やバス停などが近く、公共交通が利⽤しやすい

２． 公共施設、医療施設、商業施設などの都市機能が

充実している

３． 幹線道路などが利⽤でき、⾃動⾞での移動が便利

である

４． 市街地から離れており、緑が多く静かである

５． 職場や通学先に近い

６． 災害(⽔害・⼟砂災害など)に遭うリスクが少なく

安全である

７． その他

鵜戸地区

吾田地区

酒谷地区

細田地区
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問5.あなたの居住地区×問12.公共交通に対する考え

公共交通に対する考えとして、鵜戸地区以外のほとんどの地区が、運賃や移動時間よりも、
乗降場所までの距離が短いことを求めている回答が多かった。

29

4

58

28

16

5

19

15

28

17

1

50

16

16

2

3

7

18

30

8

119

41

24

3

20

26

59

14

26

7

8

1

6

8

21

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

飫肥地区

酒⾕地区

吾⽥地区

油津地区

東郷地区

鵜⼾地区

細⽥地区

北郷地区

南郷地区

１． 移動に時間を要してもよいので、運賃が

安価であること

２． 運賃が多少⾼くてもよいので、移動時間

(乗⾞時間)が短いこと

３． 運賃や移動時間(乗⾞時間)よりも、乗降

場所までの距離が短いこと

４．その他

鵜戸地区

酒谷地区

吾田地区

細田地区
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